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1.はじめに

I.1従来の音研究

いかなる言語現象について も､常に新 しい解釈の生 じる可能性があろ うここれまでの伝続

的な捉え方に不備はないに しても､全 く別の角度か ら検討 し直 され る余地のあるものもあるC

例えば､長い研究の歴史のある音変化についても､従来とは連った新 しい視点からのアプロ

ーチが程起され得よ う｡理論 としての妥当性に関 しては､当然のことながらさまざまな親臨

のあるところではあるが､新 しい観点を提供するとい う意味では非常に興味深い と言える｡

従来､幅広く扱われてきた音現象 も､大局的に見れば､次のような音法則 として一般化で

きようlコ箇条的にまとめてみれば､

1)挿入､削除 (inserdonordeletionofsegments)

2)並び換え (reordc血gofsegmelltS)

3)異化 (diss血dadon)

4)同化 (ass血 don)

これまで､さまざまな言語､方言に関 して､いろいろな扱いを受けてきた､上のような音現

象の中でも､最 も起こりやすいと考えられるのが 4)の同化である 三O-例を引けば､一見､

複雑そ うに見えるオランダ籍の指小辞(dimimdv)の付加 も､次の例に示 されるように､同化の

現象 として説明がつ く｡ ｢何か小 さなもの｣の意の指′ト辞は､基本形は je であ りながら

(huis｢蒙｣-huis･ier′小さな家｣)､語幹束の子音に応 じてその語形を変化 させる (sChoctl
r靴｣-S｡hoe叫 er小さな靴｣,k 'm r木｣-boom･pier小さな木｣)I.
本稿は､特に ｢同化｣の現象に注 目し､次の ト2章で提示する枠組みを用いて､通常､個

別言語(方言)的 とみな されてきたい くつかの普現象をできるだけ一般的な法則性でもって捉

えることを目標 とす る｡

IJcflcrs/htiste(1982こ3)
!JuOttO(1972:81)
Ish亡ner(1988')
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1.2子音の同化現象

本来､音変化 とい う現象は､言語(方言)の差異を問わぬ普遍的な性質をもつはずのもので

あるとい う立場に立てば､個々のさまざまな音現象をかなり一般的な形で定式化することが

できると考えられよう｡本稿では､子音を主たる対象 とし､子音間でどのような同化の現象

が起こりうるかを考察するQ

さて､子音に関 して､その子音度､子音らしさ､いわば子音の相対的強 さ関係(consonaJltal

strength)は､下記の図表において､左から右-と順にその度合いが増 していくと考えられる `

半母音 流音 鼻音 有声摩擦音 有声破裂音 無声摩擦音 無声破裂音

ghdes hguids nasals voiced voiced voiceless voiceless

fdCadves stOPS 鮎cadves stops

l つ 3 4 5 6 7

こうした関係はおよそ一般的に受け入れ られているところである｡本稿において､この図表

は､隣接する音節間で子音同士がどのような影響関係にあるかを考察する尺度 として有用で

ある=すなわち､ある音節 -V.C.とそれに続 くC:V:_とい う連続において､語末普 くlと語頭
曹 C-の関係を同化現象 とい う親点か ら捉えてみるとい う本稿の目的に向けて､その基準 と

なりうると考えられるO上の尺度で､C-とC王の関係が

cl≦ C:の場合 :

C;が Clに何 らかの音的影響を与える

cl> C2 の場合 :

Cが C2に何 らかの音的影響を与える

とい う傾向が多くの言語現象にかな り一般的に認められるとすると S､これまでは個別的な

現象 として個々の言語 (方言)の文法内で扱われてきた､いくつかの音に関する現象が極め

て一般的な図式で捉え直せる可能性が見出せようn本稿では､次の 2-1章､2-2章､2･3章で

各々､歴史文法で伝統的によく知 られた三つの音現象を､今､述べたような一般的な枠組み

で取 り扱ってみたいF.

2.さまざまな音現象

2.1音接触効果PTimirberahEudgSeffekt)

印欧語の文法で､次の文例に見られるような st(<t+t､すなわち､助動詞 matanの語幹

mat･に接続法過去の接尾辞 -丘が付いた場合に起こる音の連続)に関して､通常､音接触効果

O'rimifbe血 ngscffekt)とい う考え方を用いて説明されるのが一般的である e二

4veTn m /Mtm y(1983こ519)を夢額のこと｡
'vennem /Mumy(1983:520)では､SyuibleConta｡tLawと名付けられているO
と同じく､次の矩形 (古高ドイツ語wis-ti,盲サクソン語wk-Sまくともに動詞dml｢知る｣の過去形>)を
説明するのにも､通常､音接触効果pdmi'berh gscr-fckt)が用いられる｡
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Uuasimuuillcomikd,thathc･si且sohelaghcohaldaf)mOSd･

S̀einOoseph)WilkwargroLi,daLicfSieOdmi )soheuighiltcnkannte'

rマ リアを聖なるもの と見ようとするヨゼフの意志は固かった｣

(古サクソン誇 HHehand''M写本 332-3行)

これは､歯茎音を話頭にもつ音節の前で閉単音に起 こる音変化で､本来､印欧籍の現象であ

る｡図式的には次のようにまとめることができる二

g.gh,k+t,th,d > kt
b,bh,p+t,th,d > pt
d,dh,I+t,th,d > ss/st

ラテン語にも､次のような詩形にその痕跡が窺っているo

rems(<■rcg･tus) <regere ｢支配するJ

s｡dptus(<-scrib-tus)<S｡nl'e∫亡｢書 く｣
｡essus(<･｡ed-tus) <｡edcre ｢入る｣

ゲルマン静では､上記のプ ロセスにさらにいわゆる音韻推移の過程が加わる｡

g,gh,k+t,th,d > kt > ht
b,bh,p+t,th,d > pt > ft
d,dh,I+t,th,d > ss/st> ss/st

その結果､親綾関係にある静養間に閉鎖音､摩擦音の交替が生 じ､例えば現代 ドイツ語の例

で言えば次のようなものである｡

feCkenr伸ばすJ :rcchtsr右に｣, geben｢与えるJ :Gift｢毒｣, ladenr積む｣ :l･astr積荷｣

さて､ここで社規 した､伝統的な昔法則の中には､一定の方向性が見て取れるように思われ

る｡つま り､よ り一般性の高い音変化の枠組みで捉 え直す可能性である｡すなわち､先の

1-2章で想定 した音変化のプ ロセスは､この音接触効果叩dmirbcrGhrungsefEekt)の現象を把握す

る上で大部分の場合､有効であるこ具休的にその適用の過程を追ってみれば､この場合､cl
に当たる子音が､有声音p,d感であれ､有声帯気音であれPh.dhめ)､ (もちろん､無声音か,lk)

の場合 も､) 後続する C_.とい う歯茎昔からの影響を受けて､結果的に kt,pt,ss という音結

合が生 じる~O逆に､a = 無声音b.(,k)､CZ= 有声音(a)の場合,より影響力の強い C-が C:に

自らのもつ特性 <無声性 >を付与 したもの と想定できよう｡確かに､有声音同士の音の連続

か ら無声音の音結合が生 じるとい う点では普接触効果pfimirberGhmngscllekt)の現象を全面的に

説明 しきれるとは青えないが､I-2章の枠組みは､この昔変化の基本的なプロセスを捉えて

この時,ssは､その前段階として･ttがたてられ､そこからさらなる変化を経たものと考えられる.ま
た､stという音結合は､他の二系列(kt.pt)からの類推により生じたとみなされよう
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い る と言 える｡ この よ うに､従来 ､印欧静内の現象 と扱 われ がちであった音凍触効果

Pdmirbe血 fungSeFfekt)も比較的､言語一般の特性に通 じるものであるとみなせよう｡

2.2詩末書硬化(An slautve-h益rtung)

一般に､語末音硬化(Aushutverhartun由とい う音現象は､これまで割 とゲルマン語について多

く言 わ れ て きた もの で あ るO す で に 9世 紀 の ･̀iId血dH(古 サ ク ソ ン語)､10世紀 の

fEWaChtendoncksche Psalmcn"(古低フランク語)では､語末音硬化(Auslautverh如ung)は定着 している

とみなされるが､本稿では､この間葛を､とりわけ該当子音に後続する音 との関わ りにおい

て考察 してみたい亡.

Ẁachtendonck5ChePsalmen…は､別名 …KaLOhgerPs血 en"とも呼ばれ､10世紀にオランダ ･リ

ンプルクP.imbuf由方言で書かれたであろ うと推定される､ラテン語o'dgala)からの行間訳であ

る｡現存する写本は､旧約聖書 ･詩篇psalmen.)の うちの 1-2,18,54-72の 22詩篇で､詩篇の他の

箇所は部分的に訳が施 された註釈が残っているにすぎない｡ この "Wachtendoncksche Psalmen"

に在証 される次の二組の文例において､

ctstultusnoninte山gct･

dumba

r愚かな者は (主の思いを)悟 ることができない｣

(古低フランク語 -̀waChtendoncks｡hePsalmen"91-7節)

afaCieinsIPlendaemeae･

dumPheidc

r私の愚かさによって｣

(古低フランク語 ẁachteTldonckschePsalmcr'"37-6節)

もう一組の文例 として

tes血nonium Dominifedcle.

urkllntSCaP 貰odes getEuuui-

｢主の証は確かである｣

(古低フランク語 ẁaChtendon｡ksCheT'Salmen"18-8節)

quoniaminsurrexeruntinmetestes iruqul･

urkunden

｢なぜなら偽 りの証をする者が私に逆 らって起こるので｣

(古低フランク語 -wa｡htendoncks｡hePsalmen●'26-12節)

この文例の dumba｢愚かな｣ ≡dump-heider愚かさ｣,urkunden ｢証人｣ :urkunトSCaP｢紅｣ という
対を見比べてみて､それぞれの後者の複合語の中に見られる無声音化(b>p,d>りは､語末

音酎 ヒ(Auslautverhimndともみなせるが､また同時に､その子音に後続する無声摩擦音による

影響 とも考えられるrJこの文献では､こうした音環境で､単一語の場合よりもむ しろ一貫 し

て無声音化が起こる傾向があるO この傾向は､ 1-2章の枠組みで捉え直す とすると,C.(有声
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閉鎖音)≦ C王(無声卓擦音)とい う条件のもと､G が C､に影響(この場合､無声音化)を与えて

いるとい うふ うに考えられ るO

同様の傾向は､古サクソン静 …fleLiand'-にも見て取れるD次の例のように､aEbedM̀dhsarを

含む複合語(全4例)の うち､

aEbiトSlm (C写本 1356行)

arbid-lon (C写本 3426行)

arabid･uuerCo (C写本 3437行)

aLbid-hco (C写本 3462行)

後続する音が無声音である第一例においてのみ､語末音の無声音化(d>り が生 じている｡

これは､ S書くC:)が先行子音(cl- d)に影響を及ぼ しているケースであると言える｡同 じ
く "He払ndH では､同様の傾向が､写本間の相異を通 してさらに裏付けられるCすなわち､

当時の昔の状態を比較的､忠実に表記 しているC写本 と､表記上の画一化が進んだM写本 と

で､有声 ･無声の対立が起 こっている箇所が しば しば見 られる¢

<C写本>

nanuuasinlohannes fanisluguthcdi

auuahsananenerouuos血niu. ぐ̀He血nd"859-60行)

<M写本>

ThanuuasimlohAnneS ronislugudhedi

auuahsananetlCfOuuOStunni. ぐ̀IIcJiand"859-60行)

fNunwafJohannesBusseiner)ugcndheTaJlge-亡hsenineinerWGs(e'

｢さてヨハネは若い時か ら荒野で育った｣

ここで.C写本 :iuBuトhedi｢青年期｣,M写本 :iugud-hedi｢青年期｣の対比か ら､h普くC;)が
先行する子音(C工- d)に影響 を及ぼ し無声音化(d>t)していることがわかる｡このように､

とりわけ複合語の中での語末音硬化(Aushutverhiftung)を分析す ることにより､音節を超えた子

音間での同化の現象について考察することができた｡

23動詞 hebbian内の同化現象

古サクソン語 H̀chaJld'の S写本は､その発見が今世紀 も 1970年代､ H̀ehnd'第五の写本 と

して H̀cLiand'研究にい くつかの新 しい視野を切 り拓いたが､本稿のテーマ､子音の同化現象

に関 しても興味深い事例を堆供する亡

くS写本>

thahheheddi⊂reht酢des, ぐ̀llchand''382行)

òbwohlerdieK∫attGotteshattc'

｢彼は神の力をもっているにもかかわ らずJ
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siuheddeiredEOh血euuel ぐ̀HeliandJ'505-6行)

githionadt(.)thonke･

s̀iehま托eihLemHermzuDankgedient'

r彼女は感謝の気持ちを込めて主に仕えた｣

nAtgeldheddethagdesdd ('刊ehand"528-9行)

thiuidisan themu血he.

d̀icFrauhattenundasOpferimTempelvollbracht'
｢その女性は神殿でいけにえを捧げたJ

heddenimheben｡unmg ぐ̀He払nd"533-4行)

siLnlulldgisibe･

s̀ieOosephundMaゐ)batteninm cfinihfCffh usgcnosscnschftdenIIimmclskoni'

｢ヨゼフとマリアの家族にはいつも天の王がいた｣

huondeト..Jinheddefo山 en. ぐ̀He血nd…573行)

'denner叶Icfr)hitteilm (dieGlbc)ve血ehcn'

｢なぜなら主は彼に才能を授けていたので｣

この5文例の中に見られる､bed-d(C)の語形は､動詞 hebbian｢もつ｣の過去形で､語幹に過去
接尾辞 ･d(句が付いた形である｡ しかしながら､一方､他の写本ではいずれの箇所もすべて､

子音O',a)の同化現象が起こる前の hbJ(C)という語形を示 している.こ.これ ら二つの語形につ

いて､i-2享の枠組みに則 して言えば､cl(b音)と G (d音)が子音度において対等の関

係にあり､cl≦ C2のケースに相当し､よって C三が Clに同化現象を引き起こしたと捉えら

れよう｡現代オランダ語の hadden(過去複数形)､現代 ドイツ語の hattc(過去単数形)へとつなが

る､動詞 hebbianの語史の中の､同化現象 という一度階をここに見ることができる｡

3.終わりに

以上に見てきたように､長い研究の歴史のある音の閉場についてさえ､新 しい視点で､い

くつかの現象を一つの視野のもとに収めることは可能であろう｡こうしたアプローチの間尊

は､実際の研究 レベルにおいては方法論に問題に立ち帰るO例えば､印欧語学のように､

200 年以上にわた り発展､改良されてきた方法論があるCその研究史の中には､いわゆる方

言学的手法で収集 されたデータを重視するものから､比較的､理論的なアプローチまでいく

つかも異なった立場があったこもちろん今 日なお､一般にヨーロッパ式 と言われる方絵やア

メリカ的と評されるアプローチなどさまざまであるC伝統的な研究分野に取 り組む場合､方

法論をかなり客親的に判断 し見極める目を養成することがますます必要となってこようO
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